
 

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
天
然
力
を
活
用
し
た
広

葉
樹
資
源
の
持
続
的
な
育
成
手

法
の
試
験
・
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
の
で
、
そ
の
一
部
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

【
試
験
・
研
究
の
背
景
】 

北
海
道
の
天
然
林
は
林
床
に

サ
サ
が
密
生
し
て
い
る
こ
と
に

よ
り
、
後
継
樹
の
更
新
（
※
）

が
阻
害
さ
れ
て
い
る
森
林
も
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
後
継
樹
の
少

な
い
森
林
で
は
上
層
木
が
消
失

し
て
し
ま
う
と
疎
林
化
す
る
危

険
性
が
あ
り
、
一
度
疎
林
化
し

て
し
ま
う
と
自
然
回
復
に
は
長

い
期
間
を
要
し
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
回
復
の
た
め
に
苗
木
を
植

栽
す
る
こ
と
は
、
コ
ス
ト
面
で

の
課
題
が
大
き
い
た
め
、
天
然

力
を
活
用
し
た
更
新
補
助
作
業

技
術
の
検
討
と
将
来
へ
の
技
術

継
承
が
必
要
で
す
。 

※
更
新
…
あ
る
森
林
の
次
世
代
の

樹
木
が
根
付
く
こ
と

【
試
験
地
の
概
要
】 

 

試
験
地
は
、
空
知
森
林
管
理

署
管
内
（
栗
山
町
）
に
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

当
該
地
は
、
大
正
８
年
ま
で

原
生
林
で
し
た
が
、
そ
の
後
、

平
成
14
年
頃
ま
で
伐
採
が
何

度
か
繰
り
返
さ
れ
、
現
在
は
、

ア
サ
ダ
や
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
オ

オ
バ
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
な
ど
を
主
体

と
す
る
広
葉
樹
林
で
、
林
床
に

は
ク
マ
イ
ザ
サ
が
密
生
し
て
い

ま
す
。
（
写
真
１
） 

【
試
験
の
内
容
】 

令
和
元
年
か
ら
光
環
境
の
調

整
の
た
め
の
試
験
伐
採
、「
地
が

き
」
と
「
根
返
し
」
を
組
み
合

わ
せ
た
更
新
補
助
作
業
の
試
験

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

「
地
が
き
」
は
、
サ
サ
の
地

下
茎
を
除
去
す
る
た
め
に
地
表

か
ら
30
㎝
程
度
の
表
土
を
除

去
す
る
も
の
で
す
。
後
継
樹
の

母
樹
の
根
の
損
傷
を
避
け
る
た

め
、
そ
の
周
辺
２
ｍ
は
行
い
ま

せ
ん
。
（
写
真
２
） 

「
根
返
し
」
は
人
為
的
に
根

株
を
横
転
さ
せ
る
こ
と
で
、
複

雑
な
地
表
の
凹
凸
（
ピ
ッ
ト
・

マ
ウ
ン
ド
）
を
形
成
す
る
も
の

で
、
こ
の
マ
ウ
ン
ド
部
に
は
エ

ゾ
シ
カ
の
食
害
が
軽
減
さ
れ
る

効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
試

験
伐
採
し
た
樹
木
を
活
用
し
、

根
株
を
掘
り
な
が
ら
横
転
さ
せ
、

ピ
ッ
ト
の
土
砂
を
マ
ウ
ン
ド
部

分
に
堆
積
し
ま
す
。
（
図
１
） 

【
試
験
区
の
設
定
】 

試
験
地
に
は
地
が
き
の
作
業

条
件
が
異
な
る
「
①
全
面
区
」

と
「
②
筋
状
区
」
を
設
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
地
が
き
・
根
返
し
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
が

き
後
に
ト
ド
マ
ツ
の
コ
ン
テ
ナ

苗
を
植
栽
し
た
「
③
植
込
区
」
、

さ
ら
に
比
較
対
照
す
る
た
め
地

が
き
・
根
返
し
を
実
施
し
な
い

「
④
無
施
業
区
」
の
４
つ
の
試

験
区
を
設
定
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
シ
カ
食
害
の
影
響
を

検
証
す
る
た
め
に
、
全
面
区
と

筋
状
区
を
２
分
す
る
よ
う
に
鹿

柵
（
50
ｍ
×
50
ｍ
）
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
（
図
２
） 

【
調
査
内
容
・
結
果
】 

 

試
験
の
効
果
等
を
検
証
す
る

た
め
、
次
の
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 

写真１ 更新補助作業前の試験地の様子 

写真２ 地がきの様子 

図１ 根返しの方法 
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①
開
空
度
調
査

試
験
伐
採
に
よ
る
光
環
境
の

状
況
を
確
認
し
、
光
環
境
別
の

更
新
状
況
を
検
証
す
る
た
め
、

全
天
空
写
真
を
撮
影
し
、
開
空

度
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

試
験
伐
採
に
よ
り
全
体
的

に
明
る
さ
が
向
上
し
た
こ
と
に

加
え
、
区
画
内
に
母
樹
を
単
木

ま
た
は
樹
群
）
で
配
置
し
た
こ

と
か
ら
、
試
験
区
内
は
幅
広
い

光
環
境
が
創
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
（
写
真
３
） 

②
種
子
散
布
量
調
査

天
然
更
新
で
は
種
子
の
供
給

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
シ
ー
ド
ト
ラ
ッ
プ
を
設
置

し
、
種
子
の
散
布
量
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
試
験
地
の
主

要
樹
種
で
あ
り
、
母
樹
密
度
が

最
も
高
い
ア
サ
ダ
の
ほ
か
、
イ

タ
ヤ
、
シ
ナ
ノ
キ
、
カ
ン
バ

類
、
ア
オ
ダ
モ
な
ど
様
々
な
種

子
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
写
真
４
） 

③
更
新
・
植
生
調
査

更
新
補
助
作
業
か
ら
３
年
目

の
更
新
状
況
は
、
鹿
柵
内
で
は

稚
樹
数
や
そ
の
種
類
も
多
い
一

方
、
鹿
柵
外
は
エ
ゾ
シ
カ
食
害

の
影
響
が
大
き
く
、
鹿
柵
内
に

比
べ
大
幅
に
少
な
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
（
写
真
５
） 

 

下
層
植
生
の
状
況
は
、
無
施

業
区
は
サ
サ
が
優
占
・
密
生
し

て
い
ま
す
が
、
地
が
き
・
根
返

し
箇
所
で
は
、
更
新
補
助
作
業

の
効
果
に
よ
り
サ
サ
の
被
覆
率

は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

期
待
し
て
い
た
根
返
し
の
マ
ウ

ン
ド
部
の
エ
ゾ
シ
カ
食
害
の
軽

減
効
果
に
つ
い
て
は
、
確
認
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
今
後
の
展
開
】

本
試
験
で
は
、
稚
樹
の
成
長

へ
の
作
業
別
の
更
新
補
助
作
業

の
効
果
、
鹿
柵
内
外
の
比
較
に

よ
る
エ
ゾ
シ
カ
食
害
軽
減
の
効

果
、
光
環
境
の
違
い
に
よ
る
影

響
な
ど
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

検
証
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

写真５ 3 年後の更新状況 

写真３ 開空度が最も低い箇所・開空度が最も高い箇所 

写真４　シードトラップ 

図２ 試験区の詳細図 

【母樹の樹種】 

保残木（母樹） 
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